
 

 

 

 

 1学期が終わり、そして夏休みへ！ 

校長  安達 嘉也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校教育目標：ふるさとに誇りをもち、創造と協働に富み、たくましく生きる児童の育成 

SINCE 1967 

令和 6 年 7 月 19 日 

NO.476 
西西伯伯小小だだよよりり 

南部町立西伯小学校 

〒683-0351 

南部町法勝寺 336番地 

☎ 0859-66-2215 

 本日、１学期の終業式を終えました。１学期は７０日間の登校日数でしたが、臨時休校となるよう

な大雨もなく、また新型コロナウイルスやインフルエンザ等の感染症流行もなく、安全に学校生活が

過ごせたことをとても嬉しく思っています。 

また、４月参観日や５月運動会、６月一斉公開日等では保護者の皆様に子どもたちの学校生活の様

子を参観、応援いただきました。今年度は特に PTA 総会で職員の自己紹介をさせていただいたこと、

運動会で低中高学年別の表現運動を参観いただいたこと、1・2 年生の給食試食会を PTA 主催で開催

し、食の大切さや学校給食の取り組みを理解していただいたこと、昨年度より一歩前進して取り組み

を行い、学校と家庭がしっかり連携を取ることができた１学期ではなかったかと思います。保護者の

皆様に改めて感謝申し上げます。 

さて、１学期の終業式では、子ども達に１学期のがんばりを褒めつつ、夏休みの過ごし方について

話をしました。子どもたちには、まず交通事故や川や海での事故などに遭わないこと、命が何よりも

大切であること、安全に過ごしてほしいと伝えました。その上で、夏休みは「やるべきこと」と「や

りたいこと」を意識して取り組んでほしいと伝えました。「やるべきこと」は、宿題や家庭での手伝

い等です。「やりたいこと」は、通常の学校生活では経験できない生活や活動であり、これらを行う

ことにより自主的、自律的な生活態度が養われます。 

子どもたちから夏休みの予定を聞くと、すでに「やりたいこと」を決めていて、家族とともに予定

を立てている子どももいました。一方で子どもたちは休みですが、私たち大人は通常通りの勤務にな

ります。なかなか時間が取れないことも現実です。私ごとになりますが、先日わが子と夏休みの過ご

し方について話をしました。学校から配布される様々なチラシやパンフレットを見ながら何がやりた

いかを決め、送迎する約束をしました。社会教育施設や様々な団体等から夏休みの企画・体験に関す

る募集のチラシやパンフレットが配布されています。ぜひそちらを活用していただくこともひとつの

方法です。 

何より子どもたちにとって有意義な、そして思い出に残る夏休みになることを願っています。８月

２９日（木）の２学期始業式に元気に会えることを楽しみにしています！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【懇談にお越しいただきありがとうございました】 

 1６日、1７日と期末懇談にお越しいただき、ありがとうございました。子どもたちの１学期のが

んばったところ、2 学期がんばってほしいことなどをお伝えしました。２学期がんばってほしいこと

については、学校でも指導や支援の在り方を工夫していきたいと思います。また、終業式には子ども

たちが通知表を持って帰ります。まずは、１学期がんばったことを褒めていただき、２学期へのがん

ばりにつなげていけるよう、ご家庭でも話をしていただければと思います。よろしくお願いします。 

 健康や安全に気を付け、計画的に目標をもって毎日を過ごしてほしいと思います。また、夏休み

になるとキナルなんぶ等の公共施設で、本を読んだり、宿題をしたりすることもあるかと思います。

ルールを守って利用し、誰もが気持ちよく利用できるよう公共施設でのマナーもさらに身に付けて

ほしいと思います。ご家庭での声掛けをお願いします。 

 ２年生が植えた野菜が収穫の時期を迎え、大きく育った

キュウリやナス、オクラなどをうれしそうに収穫する姿が

見られるようになりました。先日、苗植え等で大変お世話

になった CSの方々を招待し、「野菜パーティー」をしまし

た。２年生の子どもたちが、計画をし、会場の飾りつけや

当日の会の進行なども行い、感謝の気持ちや収穫の喜びを

伝えました。 

４年生が、校外学習で鳥取県立博物館、あおや和紙工房へ行きました。この校外学習は、MUSEUM 

START BUS(美術館体験プログラムへのバス招待事業)という企画に応募し、実現したものです。美

術館体験ということで、県立博物館での鑑賞授業が一番の目的でしたが、あおや和紙工房での紙す

き体験も行い、鳥取県に昔から伝わる因州和紙についても知ることができました。県立博物館では、

企画展「アートって、なに？ミュージアムで過ごす、みる・しる・あそぶの夏やすみ」を鳥取短期

大学の学生さんに案内していただきながら、作品鑑賞をしました。作品をみるだけではなく、実際

に触れたり、感じたことを伝えあったりするなど、貴重な体験ができたのではないかと思います。 

 ６年生は、法勝寺中学校へ出かけ、国語と理科の授業を受けました。国語では、漢字の音読みに

ついて学び、理科では窒素を使って－１９６度の世界を体験しました。中学校の教室で、中学校の

先生の授業を受ける、緊張しながらも張り切っていた６年生、中学校での生活のイメージがもてた

り、期待が大きくなったりしたのではないでしょうか。西伯小学校の最高学年として、様々な場面

で活躍をしている６年生、この体験がさらに成長するきっかけになればと思います。 


